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　住道駅北側に３月１日から中央駐車・駐輪場がオープンしましたが、設計が

利用者本位でなく、事前に利用者の意見を聞いていないため、苦情が続出して

います。

　日本共産党議員団に届いただけでも「２段式駐輪ラックは女性の力では自転

車を乗せて上げられない」「下段に後カゴがついた自転車が止めてあると、上の

ラックを降ろせない」「平面の時よりミニバイクの収容台数が増えると思ってい

たのに増えていない。これでは何のために７億円以上もかけたのか」「１階の駐

車場はガラ空きなのに、自転車を２階以上へあげさせられるのは納得がいかな

い」「定期契約をしているのに駐輪場所が決まっていないのは、おかしい」など

の声が寄せられています。

　こうした行政側の不備から、駅前デッキ下にミニバイク、サンメイツ・イズ

ミヤ周辺に自転車の不法駐輪がふえ、何のために巨額を投じて駐輪場をつくっ

たのか、問われる事態が生まれています。

　日本共産党は現地調査を行った上で、当面、次の改善策を提案します。

１、満車になっていない１階駐車場の車の収容台数を減らし、ミニバイク、　　

　障害者や高齢者の駐輪スペースを確保すること。

２、二段式駐輪ラックを改善し、利用者に説明できる管理員を増やすこと。

３、定期契約者の駐輪スペースを固定すること。

４、出入り口のシャッター部分が狭く混雑するので、改善すること。

５、料金表をよく目につく場所に掲示すること。

６、利用者からアンケートをとるなどして声を聴き、改善すること。

　　　　　　　　　　2008年4月22日     日本共産党大東市会議員団

４月２２日午前１０時半　撮影

（上）２階の駐輪場は全てガラガラ
（左）１回の駐車場は７台のみ

（左）駅デッキ下の
ミニバイク


